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［第15回通常総会第1号議案別紙1］ 

一般社団法人プラズマ・核融合学会 

令和7 年度事業報告書 

自令和7(2025)年4月1日至令和8(2026)年3月31日 

 

［１］ 事業の概要 

１．学術集会、講演会の開催による学術振興事業(定款第4条第1号) 

1. 第42回年会 

    日時：令和7(2025)年12月1日(月)〜4日(木) 

    場所：京都工芸繊維大学  松ヶ崎キャンパス（京都府京都市）  

    講演数：特別講演1件、招待講演11件、一般講演513件(うち口頭発表162件、ポスター発表351件)、シンポジウム8件、 

オーガナイズドセッション5件、プラズマ・核融合学会賞受賞講演2件、インフォ-マルミーティング6件、企業セミ 

ナー7件、企業ランチョンセミナー1件 

    参加登録者数：866名(内訳：正会員348名、学生会員284名、非会員100名、シニア会員13名、無料聴講80名、招待者 

他41名) 

2. プラズマ・核融合若手フォーラム主催 第3回プラズマ・核融合若手夏の学校  

    日時：令和7（2025）年8月26日（火）〜29日（金） 

    場所：エスポワール宮城（宮城県仙台市）  

    参加登録者数：54名、講師9名 

3. フュージョン産業化講習会 「第1回核融合開発戦略」 

    日時：令和8（2026）年1月23日（金） 

    場所：AP東京八重洲 10F Wルーム（東京都中央区）  

    共催：一般社団法人フュージョンエネルギー産業協議会 

    講演数：2件（講師5名） 

    参加登録者数：84名(内訳：J-Fusion関連77名、プラ核関連5名、その他2名) 

 

２．学会誌、論文資料等の刊行・出版事業(定款第4条第2号) 

1. 「プラズマ・核融合学会誌」 

    令和7(2025)年4月～令和8(2026)年3月の期間に下記12冊を刊行した。 

      第101巻第4号～第12号(合計330ページ)   第102巻第1号～第3号(合計136ページ) 

      発行形態：A4版、月刊(年間平均毎号39ページ)   発行部数：毎号1,700部 

2. 英文論文誌「Plasma and Fusion Research」 

    令和7(2025)年4月～令和8(2026)年3月の期間に下記12冊をWeb上への掲載により電子出版した。 

      Volume 20, April 〜 December   Volume 21 January 〜 March 

    以下の論文を、Special Issueとして刊行した。 

1. Papers from the 22nd International Conference on Atomic Proceses in Plasmas (APiP2025) and 1st NIFS Conference on 

 Atomic and Molecular Prosesses in Plasmas  

3. 講演予稿集及びテキスト、その他 

    第3回プラズマ・核融合若手夏の学校テキスト 
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３．教育、研究助成等による人材育成・研究推進事業(定款第4条第3号) 

1. 専門委員会活動 

    （1） 「プラズマ医療科学に基づいたソフトマテリアルのプロセス、材料、計測・評価の進化」 池原譲主査 

    （2） 「新たなフェーズに入った核融合研究のための研究ネットワークの構築と強化」 坂本瑞樹主査 

    （3） 「核融合プラント実現に向けた安全教育の普及とその共有」 芦川直子主査 

2. 広報事業 

     令和 8(2026)年 1 月 31 日(土) 京都大学（吉田キャンパス）国際科学イノベーション棟会議室で、ハイブリッド方式による 

第 23 回高校生シンポジウム「ファーストペンギン〜飛び込もうサイエンス＆イノベーションの海へ〜」を開催。参加高校 11

校、参加者64名。 

４．その他本会の目的を達成するために必要な事業(定款第4条第4号) 

1. 九州・沖縄・山口支部 第29回支部大会 

    期日：令和7(2025)年12月13日(土)〜14日(日) 

    会場：沖縄県市町村自治会館（沖縄県那覇市） 

    講演数：招待講演 3件、一般講演26件(内訳：口頭発表11件、ポスター発表15件) 

    参加人数：37名(内訳：一般9名、学生25名、招待者3名) 

    表彰：講演奨励賞4件 

2. 北海道地区研究連絡会 第29回北海道地区研究連絡会研究会 

    期日：令和8(2026)年2月18日（金） 

    会場：北海道大学工学部L200教室、及びオンライン 

    講演数：20件 

    共催：日本原子力学会北海道支部第43回研究発表会 

    参加人数：50名 

3. プラズマ・核融合学会学会賞 

    (1)第33回論文賞 該当なし 

    (2)第30回技術進歩賞 

       「イオンの速度分布関数計測のための高速荷電交換分光の開発」 吉沼幹朗（核融合科学研究所）他2名 

    (3)第30回学術奨励賞（伊藤早苗特別賞） 該当なし 

    (4)第24回産業技術賞 該当なし 

    (5)第8回紅宝賞(女性研究者研究業績賞)（伊藤早苗特別賞）  

       「Irradiation Tests of the Sleeve for the Telescopic Arm of the ITER Blanket Remote Handling System」 

齋藤真貴子（量子科学技術研究開発機構） 

    (6)第19回貢献賞 該当なし 

    (7)第4回学会活動奨励賞 該当なし 

4. 第41回年会若手学会発表賞 

    ＊正会員部門 

    「相空間光線群追跡コードFARANKS」 柳原洸太（量子科学技術研究開発機構） 

    「ダイバータモノブロックの熱負荷時の接合界面健全性評価方法の提案」 戸端佑太（量子科学技術研究開発機構） 

    「ITER水平ポートランチャーの散乱RF熱負荷評価手法の開発および設計最適化」矢嶋 悟（量子科学技術研究開発機構） 

    ＊学生会員部門 

    「「ジャイロ運動論シミュレーションに基づく乱流輸送ダイナミクスのデータ駆動解析」 藤井洸太郎（名古屋大学） 

    「ガイド磁場リコネクションにおけるエネルギー変換率の外部駆動力依存性」 田中瑞己（東京大学） 
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    「トカマク合体実験中の磁気リコネクションにおける電子加速」 竹田慎次朗（東京大学） 

「負イオン電流計測および吸収分光法による水素原子速度分布関数測定」 井ノ口雄矢（同志社大学） 

「高周波プラズマ源DT-ALPHAにおける水素分子活性化再結合プラズマの粒子バランス解析」 吉村渓冴（東北大学） 

「純空気を用いた大気圧プラズマ前処理がアルミニウム合金上への耐食性皮膜形成に及ぼす影響」菅野遼（芝浦工業大学） 

「LHDにおける電子・イオンスケール乱流のTe/Ti依存性性」 那須達丈（総合研究大学院大学） 

「高時間分解トムソン散乱計測を用いた高エネルギー電子パルス印加時の非接触プラズマダイナミクスの解明」  

赤穂陽向（名古屋大学） 

「球状トカマク合体立上げにおける電子加熱の2次元トムソン散乱計測」 小林正陽（東京大学） 

「捕捉電子モードによる乱流輸送のプラズマベータ依存性」 河津智也（京都大学） 

「複合プローブによるトーラスプラズマのエッジ領域における2流体効果の観測」 原田優貴（京都工芸繊維大学） 

「核融合周辺プラズマ中の水素パッシェンα線の高波長分解能・高フレームレート計測に向けた空間ヘテロダイン分光器の 

開発と実験的検証」 Xu Mengnan（京都大学） 

「動的モード分解による核融合プラズマ中の微視的不安定性の同定」 七條 怜（京都大学） 

「核融合炉液体溶融塩ダイバータへの吹込み型縦渦発生機構の適用性に関する基礎研究」 佐藤 翼（東北大学） 

「微小曲げ試験によるタングステンの単一粒界強度に及ぼす中性子照射影響評価」 水野魁人（東北大学） 

5. その他／本学会が共催・後援・協賛し、当年度に開催された学術的会合  

（1） 一般社団法人OPTICS & PHOTONICS International協議会主催  

OPTICS & PHOTONICS International Congress 2025(OPIC2025） 

協賛     

  2025.4.21-25 パシフィコ横浜会議センター／横浜市      

（2） 日本表面真空学会主催 第60回真空技術基礎講習会  協賛     

  2025.5.20-23 大阪産業技術研究所／和泉市      

（3） 静電気学会主催 2025年度静電気学会講習会 基礎編 「空気清浄の全て！〜集塵、ガス浄化、感染 

対策の原理、測定技術など〜」 

協賛     

  2025.6.6 オンライン開催      

（4） 日本計算工学会、日本計算力学連合主催 

第4回安心・安全・環境に関する計算理工学国際会議（COMPSAFE2025） 

協賛     

  2025.7.1-4 神戸国際会議場／神戸市      

（5） 日本表面真空学会主催 第6回オンライン真空講習会入門講座 協賛     

  2025.7.2-2026.2.13 オンライン開催（オンデマンド講義受講可能期間）      

（6） 日本表面真空学会主催 第62回（2025年度）真空夏季大学 協賛     

  2025.8.26-29 八王子市生涯学習センター／八王子市      

（7） 日本表面真空学会主催 第5回オンライン真空応用技術講座 協賛     

  2025.9.2-2026.2.13 オンライン開催（オンデマンド講義受講可能期間）      

（8） 日本表面真空学会主催 第6回オンライン真空講習会 協賛     

  2025.9.2-2026.2.13 オンライン開催（オンデマンド講義受講可能期間）      

（9） 静電気学会主催 第49回静電気学会全国大会 協賛     

  2025.9.11-12 名城大学天白キャンパス／名古屋市、及びオンライン開催      

（10） 日本流体力学会 年会2025 協賛     

  2025.9.17-19 大阪公立大学中百舌鳥キャンパス／堺市      

（11） RXJapan（株）主催 核融合発電ワールド（FUSION POWER WORLD）25秋・関西 講演     

  2025.9.17-19 

 2025.11.19-21 

秋展：幕張メッセ／千葉市 

関西展：インテックス大阪/大阪市 

     

（12） 14th International donference on Open magnetic Systemus for Plasma Confinement (OS2025) 協賛     

  2025.9.22-26 つくば国際会議場／つくば市      

（13） 日本熱測定学会主催 第61回熱測定討論会 協賛     

  2025.9.24-26 横浜国立大学常盤台キャンパス／横浜市      
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（14） 日本表面真空学会主催 2025年日本表面真空学会学術講演会（JVSS2025） 協賛     

  2025.10.20-22 つくば国際会議場／つくば市      

（15） 公益社団法人応用物理学会プラズマエレクトロニクス分科会主催  

第36回プラズマエレクトロニクス講習会 〜プラズマプロセスの基礎と先端応用技術〜 

協賛     

  2025.11.7 名城大学天白キャンバス N304講義室／名古屋市      

（16） 第46回ドライプロセス国際シンポジウム（DPS2025)  協賛     

  2025.11.13-14 松山市子規記念博物館／松山市      

（17） 日本機械学会 2025年度計算力学技術者（CAE技術者）資格認定 協賛     

  2025.11.23他 各指定会場にて      

（18） 一般社団法人日本溶接協会 溶接・接合プロセス研究委員会主催 

「新エネルギー源とその実源に向けた製造技術の展望」 

後援     

  2025.11.28 溶接会館、及びオンライン／東京都千代田区      

（19） 日本真空工業会他主催 VACUUM202真空展 協賛     

 2025.12.3-5 東京ビッグサイト・南ホール／東京都江東区      

（20） ITER／BA成果報告会2025 協賛     

 2026.1.16 イイノホール／東京都千代田区      

（21） 日本学術会議 総合工学委員会 原子力安全に関する分科会 主催 

原子力総合シンポジウム2025 

共催     

  2026.1.19 日本学術会議講堂、及びオンライン／東京都港区      

（22） 応用物理学会プラズマエレクトロニクス分科会主催 第43回プラズマプロセシング研究会（SPP-43） 協賛     

  2026.1.19-21 大阪公立大学I-siteなんば／堺市      

（23） プラズマ種子科学研究会主催 第4回プラズマ種子科学研究会 協賛     

  2026.2.20-21 ヤマコーホール／山形市      

（24） 公益社団法人応用物理学会主催 ISPlasma2026/UC-PLANTS2026 共催     

  2026.3.2-6 名城大学／名古屋市      

（25） 日本衝撃波研究会主催 2025年度衝撃波シンポジウム 協賛     

  2026.3.4-6 名古屋大学IB電子情報館／名古屋市      

（26） 名古屋大学低温プラズマ科学研究センター他主催 

公開シンポジウム「地球レジリエンス強化に向けた低温プラズマ学と遺伝学のフロンティア学際ハブ」 

協賛     

  2026..3.23 ステーションカンファレンス東京／東京都千代田区      

 

［２］ 会務の概要 

１．総会、理事会、委員会に関する事項 

1. 一般社団法人プラズマ・核融合学会第14回通常総会 

    第14回通常総会を、令和7(2025)年6月6日(金)に、一般社団法人プラズマ・核融合学会事務局(名古屋市千種区)及び、 

   オンラインにて開催し、次の案件についていずれも原案通り可決した。 

       第1号議案：令和6年度事業報告書、令和6年度財務諸表他 承認の件 

       第2号議案：令和7年度事業計画書、及び収支予算書 承認の件 

       第3号議案：令和7年度新役員 承認の件 

2. 理事会 

    理事会を次のように開催した。（オンライン） 

第233回 令和 7(2025)年05月09日 第234回 令和 7(2025)年06月06日 

第235回 令和 7(2025)年06月06日 第236回 令和 7(2025)年08月29日 

第237回 令和 7(2025)年11月07日 第238回 令和 8(2026)年03月06日 

3. 幹部会議  

幹部会議を次のように開催した。（オンライン） 

第1回 令和 7(2025)年06月30日  第2回 令和 7(2025)年08月05日 
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4. 総務委員会  

総務委員会を次のように開催した。（オンライン） 

第148回 令和 7(2025)年05月22日  第149回 令和 8(2026)年02月19日 

5. 編集委員会 

    編集委員会を次のように開催した。（オンライン、対面） 

第493回 令和 7(2025)年04月11日 第494回 令和 7(2025)年05月02日 

第495回 令和 7(2025)年06月04日 第496回 令和 7(2025)年07月10日 

第497回 令和 7(2025)年08月06日 第498回 令和 7(2025)年09月05日 

第499回 令和 7(2025)年10月09日 第500回 令和 7(2025)年11月05日 

第501回 令和 7(2025)年12月03日 第502回 令和 8(2026)年01月06日 

第503回 令和 8(2026)年02月02日 第504回 令和 8(2026)年03月09日 

6. プラズマ・核融合学会学会賞選考委員会 

    学会賞選考委員会を次のように開催した。（オンライン） 

令和 7(2025)年08月20日                令和 7(2025)年12月19日（若手学会発表賞） 

7. 九州･沖縄･山口支部役員会 

    九州･沖縄･山口支部役員会(幹事会)を次のように開催した。（オンライン） 

 第1回  令和 7(2025)年06月14日   

    九州・沖縄・山口支部総会を次のように開催した。（ハイブリッド） 

第1回  令和 7(2025)年12月13日 

8. その他の会合 

    以上の他、PFR エディトリアルボード会議、領域プログラム委員会、年会開催準備委員会他を適宜オンラインにて開催した。 

 

２．当期の会務内容 

1. 総務委員会 

令和7年度は、2年任期の代議員選出作業のスケジュール等の確認、学会パンフレット改定作業を進めた。令和8年2

月19日に総務委員会を開催し、展示会等に参加する際の日当を設定した旅費・宿泊費等の支払い規程の改定、就業規則の

改定について議論を行い、3月6日開催の理事会において承認された。就業規則については、規定の整理、統合を進めた上

で、コンプライアンス、ハラスメントに対応する新規の規定を定めた。また、会費減免年齢について、会員データの分析から

見直すことを検討しており、今後会員への意見聴取を進めて判断することとした。 

2. 財務委員会 

令和 7 年度の収支予算は、近年続いた赤字状況の改善のため各所から提案いただいた改善施策 (正会員年会費の増額

他) の反映、ならびに前年度の実績を考慮して数値策定し、収支差額101万円の黒字予算で計画した。（事業収入計3,671万

円―事業支出計 3,570万円＝収支差額＋101万円） 決算数値としては、収入は 4,583万円、支出は 4,029万円、収支差額が 

＋554万円と、年度当初予算規模を上回るとともに大幅に収支改善し、良好な結果となった。 

収入に関しては、事業活動収入計は、対予算で ＋912万円であった。近年のプラズマ・核融合分野の活性化で、予算時よ

りも会費・入会金収入が増加し、対予算で＋83 万円。学会の大きな収入源である年会開催については、参加者、展示出展社

共に多く、活況を呈し、対予算で＋306 万円。若手フォーラムも活況で大きな収入があった。会誌掲載料・別刷料で＋168 万円、

これは別冊企業特集号の掲載料が大きい。さらに英文論文誌掲載料・別刷料収入で＋190 万円、これら大口の収入増加があ

ったほか、NIFSからの補助金（高校生シンポジウムに対して）、フュージョン産業化講習会の収益もあった。 

支出に関しては、事業活動支出計は、対予算で ＋459 万円であった。年会や若手フォーラムは規模相応の支出があった。

会員増加に伴い会誌発行費も増加し＋75 万円。英文論文発行費に関して、業務委託費の増加が大きく、＋258 万円。ほか広

報事業費が＋45万円、管理費支出が＋50万円など。全般的に、事業活動の活発化による支出増加である。 

以上、最終的には予算に対し収入、支出とも大幅に増加し、その上で収支差額は、予算＋101万円に対し決算＋554万円、

対予算で＋453万円という良好な結果となった。これにより次期繰越金も、予算1,075万円を上回り決算1,528万円、対予算で
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＋453万円となった。 

令和 7 年度の決算は、各種改善施策の効果、各事業の担当の先生方のご尽力、事務局の堅実な運営が、数字として大き

く現れた結果といえる。現在の分野の活況を追い風として、各種施策を継続し、今後も財務状況の安定とさらなる改善を図っ

ていきたい。 

3. 編集委員会 

     令和７年度の学会誌（和文誌）への投稿状況は、研究論文6件、プロジェクトレビュー１件、サロン3件であった。年会招待

講演に対し、編集委員会から推薦を４件行った。第 42 回年会でのフォトコンテストに応募された 20 件から入選した 5 件の写

真等を組み込んだポスター型カレンダーを作成して例年通り会員へ配布した。カレンダーには、企業11社から広告（1枠新規

5 万円／リピーター3 万円）をご出稿いただいた。11 月号に別冊：フュージョンエネルギー実現に取り組む企業特集「Road to 

Fusion Energy」を企画、19社からご出稿いただいた（カラー1ページ10万円（賛助会員）または15万円（一般）、2ページ18万

円（賛助会員）または 28万円（一般））。この企画により賛助会員の新規入会があった。本企画の第2弾として令和8 年6 月号

別冊の発行も進めている。Word で入稿した原稿で式の多いものを、TeX で組版する取り組みを進めており、出版費用を減ら

すことができた。令和7年度はTeXでの入稿もあった。編集委員会は、年12回（遠隔10回、対面を含めたハイブリッド形式2

回）開催した。 

       英文誌Plasma and Fusion Research(PFR)では、令和7年度は73編（Special Issue 12編を含む、国際会議APiPのプロシ

ーディングス）を出版した。PFR 製作にかかる審査・編集管理及び制作・編集校正業務を中西印刷に業務委託し、学会ホーム

ページでの PDFでの公開に加え、J-STAGEでの PDFおよびHTML表示を行っている。論文受理後から出版までの日数が

以前より長くなったとの指摘が学会員からあり、これを解消するために、J-STAGEでの著者最終版の早期公開制度を導入す

ることにし、そのための費用として論文掲載料を 3,000円値上げして 33,000円とすることが理事会で承認された。また、CCラ

イセンスを適用したオープンアクセス誌とするため、投稿規定の改定を検討した。改定案が理事会で承認後、掲載料値上げ

とともに学会員へ周知し、その後適用する予定である。令和 6 年度から引き続き、PFR への投稿論文を増やすために、学会

年会での若手学会賞受賞者に対して、受賞内容の論文の PFRへの投稿の呼びかけと、優遇措置としての論文掲載料3万円

の免除をおこなうとしたが、これによる出版はまだない。令和7 年度中に任期切れになった海外エディター2 名は任期継続を

依頼し、承諾いただいた。国内エディターは 2 名が任期切れとなったが継続依頼し、承諾いただいた。Editorial Boad の

Chairperson of Production Division の役割に出版前の最終校正チェックを付加し、その作業に対し謝金を論文1 ページあたり

1,000円とすることが理事会で承認された。 

4. 広報委員会 

   会誌広告獲得活動については、平成 23 年度より学会自らがすべての広告獲得・掲載業務を行うこととしており、令和 7

年度は、企業・機関3社から複数回の掲載申込があり、約60万円を獲得し、当初予算額から若干の広告料収入が増加した。 

   広報活動については、重点目標としている「児童・生徒及びその保護者に向けての広報活動の充実」がある。その一環と

して、平成20年度以降実施している「小学生のための夏休み『自由研究』教室」及び、「おもしろ科学教室」を開催した。また、

学会が後援した「FUSION POWER WORLD」（9.7.17-19：幕張メッセ、11.20-22：インデックス大阪にて開催）に、展示ブースを出

展し、来場者の対応を行った。 

   会員メーリングリストを利用し、会員へ情報を発信するとともに、平成 29 年 11 月より運用を開始したソーシャルメディア

（フェイスブック）では、本学会に関する情報に加え、本学会会員、及びプラズマ・核融合分野の研究開発に関連する情報も発

信している。なお、企業等の営利目的に関わる情報の発信にあたっては、慎重な検討を行うとともに、賛助会員のメリットにも

十分に配慮した運用を行った。各種ウェブ会議ツールを用いた大小様々なオンライン会合、対面での会合等、多様な方法で

企画される状況が継続しており、それらの配信を行った。また引き続き、ソーシャルメディアの記事掲載を増やすため委員の

追加や記事の企画等を行った。 

5. 年会運営委員会 

第 42 回プラズマ・核融合学会年会は、京都工芸繊維大学の比村治彦先生を現地実行委員長として、京都工芸繊維大学松
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ヶ崎キャンパス（京都市）において 2025 年12 月1 日(月)から 4 日(木)の日程で開催された。昨今の物価上昇等による運営諸

費用の増加に対応するため、参加費の改定および早期割引制度の導入を実施した。領域制（基礎、応用、核融合プラズマ、

核融合炉工学）に基づいて、各領域プログラム委員会において招待講演、シンポジウム、セッション構成、一般講演の採択、

プログラム編成を行い、全体日程を調整・決定した。参加者は 866 名で、その内訳は正会員348 名、学生会員284 名、シニア

会員13 名、会員外100 名、招待者39 名、無料聴講者82 名であった。講演件数は、一般講演530 件（口頭発表168 件、ポス

ター発表362件）、招待講演11件、シンポジウム8件、特別講演1件、学会賞受賞記念講演2件であった。特別講演では、中

村治先生（大阪府立大学名誉教授）に「京都の雑煮と納豆餅」という題目でご講演いただいた。企業展示はポスター発表と同じ

会場で実施し、企業と学生の交流を目的としたイベント「Plasma Festa 2025」を開催した。なお、インフォーマルミーティングは6

件であった。年会中の講演発表に対して選考される若手学会発表賞は、若手正会員3名、学生会員15名が受賞した。懇親会

は年会会場から徒歩 15分ほどの北山モノリスで開催し、142 名が参加した。クロージングでは、次回第 43 回年会（2026 年）

の現地実行委員会である九州大学の井戸毅先生から開催地の紹介があり、比村治彦現地実行委員長、花田磨砂也会長の挨

拶で締めくくられた。 

6. 企業展示検討委員会 

第42 回年会における企業展示（Plasma Festa 2025）の運営および企業との連携・連絡に関しては、前回と同様に（株）日刊

工業コミュニケーションズと業務委託契約を結び実施した。業務内容は、年会プログラム冊子の広告受注活動・広告制作・広

告料金の回収、web バナーとセミナーの受注活動、および年会期間中の運営管理業務である。企業展示の参加はこれまで

の最多となる45社（企業、および研究機関などの組織）であった。企業展示会場についても前回と同様、ポスターセッション会

場に併設する形としたので、ポスター会場に入場した人は、ほぼ全参加企業・組織のブースを一度は目にする配置であり、

企業とアカデミア間の情報交換の場として有効だったと言える。また、ドリンクコーナーとスタンプラリーによる抽選会スペー

スも設置され、ひと息つきながら企業展示を見回ったり、抽選によるお土産を得るために多くの企業展示を回った参加者も散

見され、企業展示としては良い形であった。一方、企業セミナーがセッション後に行われたが、聴講者数が少ないという課題

は解消されず、実施方法の再検討が必要である。 

今回で4回目となる企業・学生間交流を目的としたPlasma Festaイベントについて、今年は「プラズマ・フュージョンで新エ

ネルギーを切り拓く！〜Ignite Your Fusion (Plasma) Career〜」と題し、シンポジウム形式で行うキャリアパス・プラン相談会と

して開催した。参加者約50名（うち、学生30名）であった。最初に、フュージョンエネルギーの研究開発に力を入れている産

業界を代表する4社（日立製作所、三井物産、フジクラ、京都フュージョニアリング）、ITER機構、量子科学技術研究開発機

構、核融合科学研究所の各業種の代表者から、ご自身の現在までのキャリアパスや、各社・組織におけるキャリアパス・プラ

ンの実例などを発表していただいた。その後にグループ分けしてのディスカッションでは、フュージョン開発に携わるための

キャリアパス・プラン形成やそのキャリア獲得、多様な技術を結集して進めるフュージョンエネルギー分野への関わり方等に

ついてディスカッションがなされた。参加した学生に取って、今後のキャリアパス・プランを作り上げていくための参考になれ

ば幸いである。 

7. 領域活動 

     【基礎】 第42回年会では、オーガナイズドセッションとして基礎領域単独開催の「プラズマ共創データサイエンス 

－インフォマティクスで予測を高度化する－」、「実験室プラズマ宇宙物理」、応用領域との連携開催の「プラズマの

流れ・加速の基礎と応用」の3件を企画した。連携セッションは、電気学会放電・プラズマ・パルスパワー技術委員

会、静電気学会との協賛で開催した。シンポジウムとして「諸科学におけるデータ駆動研究の動向とプラズマ・核融合

分野との接点」を開催した。招待講演の推薦及び審査（編集委員会推薦1件、領域推薦3件を採択）及び、一般講演の

選定等を領域長、副領域長、委員6名の体制で行った。 

     【応用】第42回年会において、応用領域はオーガナイズドセッション2件とシンポジウム1件を企画・開催した。

オーガナイズドセッションは、応用領域単独企画「プラズマプロセスの高精度制御」と、基礎領域との合同企画「プラズ

マの流れ・加速の基礎と応用」である。また、シンポジウム「ソフトマテリアルへのプラズマ処理」を開催するとともに、
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招待講演2件（基礎・応用推薦1件、応用領域推薦1件）を採択した。 

【核融合プラズマ】第 42 回年会において公募分のシンポジウム 3 件（「JT-60SA」「プラズマー壁相互作用」「ムーンショッ

ト」）と招待講演5 件（「p-11B核融合反応」「CFQS」「CHD-U」「JT-60SA 計測器」「複数ECRによる電流立ち上げ」）の審査、一般

口頭発表の選定等を行った。若手学会発表賞の申請（91 件）に対してのべ 273 人の審査員を領域の発表者から選定した。領

域長、副領域長、委員6名の体制で第43回年会に向けて活動を行う。 

【核融合炉工学】 第42回年会では、「原型炉スタートアップ」、「社会実装」、「核融合中性子源」に関するシンポジウムを計3

件開催した。また、オーガナイズドセッションとして昨年に続き「トリチウム」を開催し、招待講演については、1件の講演を採択

した。一般講演に関しては、年会発表の採否、発表分類の選定とプログラム編成を行った。 

8. 企画委員会 

令和 7 年度は、プラズマ・核融合若手フォーラムおよび高校生シンポジウムを中心に、企画委員会活動を実施した。プラ

ズマ・核融合若手フォーラムでは、「第3 回プラズマ・核融合若手夏の学校」を 2025 年8 月26 日から 29 日にかけて、宮城県

仙台市のエスポールみやぎにて開催した。本企画は大学院生を対象とし、核融合・プラズマ科学に関する講義 9 コマ、企業

講義3コマに加え、文部科学省の澤田和宏研究開発戦略官による特別講義、ならびにポスター発表セッションを実施した。講

師には学術界および産業界から多様な専門家を招き、参加者同士の活発な意見交換や講師との密な対話が行われた。これ

により、将来の研究連携やキャリア形成にも資する有意義な機会となった。 

第23 回高校生シンポジウムは、2026 年1 月31 日（土）に京都大学吉田キャンパス国際科学イノベーション棟にて開催さ

れ、全国から多数の高校生が参加した。当日は午前に京都大学稲垣滋教授による特別講義「フュージョンエネルギーの現在

地」が行われた。午後にはQST花田磨砂也会長による開会挨拶の後、現地口頭発表 7 件、遠隔口頭発表 9 件、ならびに現

地でのポスター発表 3 件が実施された。本シンポジウムに先立ち、全国の大学・研究機関においてプラズマ・核融合関連の

実習が実施され、本発表ではその成果も含めた研究成果が報告された。今回の実習受入は 6研究室が担当した。発表内容

はプラズマ科学にとどまらず、多様な理工学分野にわたるものであり、高校生の幅広い挑戦が示された。会場では、審査員

のみならず参加した高校生からも多くの質問が寄せられ、終始活発で充実した議論が展開された。多様な評価による選考の

結果、最優秀大賞、卓越賞、優秀賞、奨励賞、ポスター賞などの各賞が選定された。また、現地および遠隔で参加した高校生

の投票により「オーディエンス賞」も決定し、受賞校には表彰状が授与された。参加した高校生は高い熱意を持ち、特にポス

ター発表では互いの研究に強い関心を示しながら積極的に議論を交わす姿が印象的であった。 

9. 推薦委員会 

  本学会では、大学組織間を越えた学会員グループでの研究活動を支援するため、専門委員会活動を支援している。前年

度中に採択され継続課題となっている2件、及び新規課題1件について、活動を支援した。研究助成関連では、学会推薦をし

た候補業績が機械振興協会会長賞を受賞した。京都フュージョニアリングからの寄付金を原資として設定した「国際会議参加

に関わる基金」を利用して、3名の若手研究者が国際会議に出席した。 

     学会賞選考では、第30回 技術進歩賞(1件)、第8回紅宝賞（女性研究者研究業績賞）（伊藤早苗特別賞）(1件)を選出し、

京都工芸繊維大学で開催された第42回年会において学会賞授賞式と受賞記念講演を行った。 

10. 男女共同参画委員会 

    フュージョンエネルギー分野における女性の研究員や技術者の増員を図るために、第 42 回年会の期間中である 2025

年12 月2-3 日に「核融合研究分野での女性研究者・科学者キャリアパスに関する座談会」を開催した。同会では、現在核融合

研究に携わる女性の大学生、大学院生らが同分野で仕事を見つけることができることを目的に、将来の不安などを少しでも

払しょくできるよう、対話形式で実施した。座談会には、のべ 6 名の女子学生が参加し、現在フュージョンエネルギー分野で活

躍している女性会員2 名と ITERインターンシップ等を担当するQST職員2 名が相談相手として参加した。今回は、学生側は

既に就職が決まっている修士 2 年生とこれから修士課程に進学する学部生であったが、現段階で企業に就職したとしても、

今後何らかの形で本分野に関わってもらえればと、多様な可能性やスタッフ側の経験などが紹介された。また、修士学生が

自身の経験を学部学生に紹介するなど、少人数ならではの利点で皆が話に参加する形の座談会として実施できた。昨年も参
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加してくれた学生もいて、女性のネットワーク構築への貢献が得られるとともに、学生側も含めた自由な発言の場として本座

談会が有意義に活用された。 

11. 研究部会連絡委員会 

   令和7 年度（第13 回）計算科学研究部会総会を 2025 年12 月3 日（水）に第42 回年会インフォーマルミーティングとして

開催した。会合には非会員を含め約 20 名の参加があった。はじめに部会長より、部会および総会の意義について紹介がな

された。次に運営体制について、部会長と幹事再任の提案があり、承認された。また、部会の事業報告・事業計画について紹

介された。その後、長谷川氏（NIFS）から更新されたプラズマ・シミュレータについて、宮戸氏（QST）からフュージョンインフォ

マティクスセンターについて、藤堂氏（NIFS）から HPCI コンソーシアム活動について、それぞれ報告がなされた。最後に、そ

の他として今後の活動等について議論が行われた。 

12. 九州･沖縄･山口支部関係  

   令和7 年度は計2 回の支部役員会、総会、支部大会（米須実行委員長/琉球大学）の活動を行った。このうち、2025 年12

月13日(土)—12月14日(日)開催の支部最大のイベントである支部大会（沖縄県市町村自治会館）では、講演申し込みが27件

あり、口頭発表11 件、ポスター発表15 件の講演発表を実施した。また、依頼講演3 件（杉山直氏（名古屋大学）、宇藤裕康氏

（量子科学技術研究開発機構）、松隈正明氏（キオクシア(株)）を行い、予稿集（2 ページ/件）を参加者に配布した。参加者は総

数 34 名（うち招待者 3 名、一般 9 名、学生 25 名）で、終了後に開催した講演奨励賞選定委員会で、対象となるほぼ全ての講

演発表から4件の講演奨励賞を選定した。R8年度の支部大会は、福岡（糟谷実行委員長/九州大学）で実施予定である。 

 

３．許可、認可及び承認に関する事項 

   第14回通常総会後、役員の登記(法務局)を行った。 

 

４．補助金に関する事項 

   なし 

 

５．契約に関する事項 

契約年月日 相 手 方 契 約 事 項 期  間 

2025年7月16日 昭洋商事 東濃支社 店舗総合保険 2026年7月16日まで 

 

 

［３］ 会員の異動状況 

  個人会員(正会員、学生会員)の増加に努力した結果、正会員は 9 名、学生会員は 46 名の増加となった。令和5 年度からの会

費未納者10 名を「学会費滞納会員等の取扱に関する規定」により令和7 年12 月1 日付にて退会処理した。一方、賛助会員は入

会15 社、退会2 社で 12.5 口の増加、特別会員は登録機関の増減はなかった。以上により、令和8 年3 月31 日現在、個人会員

1,549名、賛助会員66法人(110口)、特別会員19団体(27部)となった。 

 
令和7年4月～令和8年3月 

 

 

会員種別 

 

会  員  数  

 

増減数 

 

 

 

備    考 

 

当年度末 

令和8年3月31日 

現在 

前年度末 

令和7年3月31日 

現在 

 

正会員 

   

9 

 

名 

入会 27  退会    39  

1,179  名 1,170  名 学→正   19  復会  4  

  正→学  2    



 10 

 

学生会員 

   

46                

 

名 

入会  192  退会  131 

370  名 324  名 学→正  19  復会    2  

  正→学  2    

 

賛助会員 

      

13 

12.5 

 

法人 

口 

入会  15  口数   15  

66 

110 

 法人 

 口数  

53 

97.5 

 法人 

 口数  

退会  2  口数  2.5  

増口  0  減口  0  

 

 特別会員 

   

0 

0  

 

 

団体 

部  

      

19 

27 

 団体 

 部  

 

19 

27 

 団体 

 部  

 

入会  0  増部 0  

退会  0  減部  0  

 

計 

1,549 

66 

19 

 名 

 法人 

 団体 

1,494 

53 

19 

 名 

 法人 

 団体 

  

 

［４］ 令和7年度 寄付芳名録 

  なし 

 

 

（令和7年度事業報告の附属明細書について） 

  「一般社団法人及び一般財団法人に関する法律施行規則」第34 条第3 項に規定する事業報告の附属明細書として記載するべき「事業報告の

内容を補足する重要な事項」が存在しないので作成しない。 


